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牛座の蓮動星群「

ロバ1ト・J・トランプラ博士

　牛座は冬の夜の美襯の一つであり，4000年以上も古い時代の人が創った最初

の星座模檬の一つであると謂はれて居る。十一月の中頃，此の星座は東南の地・

平線上，21時頃に，約35。の邊に見られる．牛座には目立つた星群か二つある

ので，容易に識別出來る．プVヤデスとヒヤヂスが之である．プVヤヂスに六

つの肉眼星が極めて密集して居るので，誰の目にも付く．4そ。東南輩向くと，

プレヤデスの少し下に第二のすっと大きく，まばらなヒヤデス星群が目に留

る．5個の明るい星が左に傾いたV型をして並んで居るし，一一・as明るいのは一

等級の赤色をしたナルデバラン星である．古い門門の星圖には，止ヒの5つの星

は，獄人オリオンに反抗して頭を下げてみる狂暴な牡牛の顔の輪廓を描き，ア

ルデバラン星は，牛の右眼にある．此の“V”型全艦の周り．に散在して，鑛が

つた星團を共に構成する数多くの微光星を肉眼で識別する事が出來る・ヒヤデ

ス星群は，傳説では，隣りにあるプレヤデスの檬に秀れた地位を占めてみない

が，しかし，古くから，「よ，く知られてみた．近代望遠鏡では，ヒヤデス星群は

其の運動の特異性に依って，格別な興味を起させる．

　第18世紀の中頃以來，．天文学者は極めて正確に天球上の星の位置を測定する

ために，無限の努力を彿つた．此らの測定の目的は，星の蓮動に基づくとされ

る星の位置の二化を見付ける車である．特別な器械，・帥ち子午環は此の仕事の

爲に使用され；各二丁二三は天文豪が測定した結果は，星のカタログの形式で

、密漁されて居る・第20世紀の女台めには・オルバニ三二のボ徽授レま，比

較的明るい三千とV・ふ．星の研究によって，此の時迄に蓄積された測定を集め，

固有蓮動（印ち，天球を横切る運動）を比較によって求める仕事に從貸した．

此の研究を行って居る中に，1908年のこと，ヒヤデス星群中や，其の周圃にあ

る39ケの星の固有運動が殆んど同様であり，叉，凡て同じ一黙に向いて居ると一

いふ獲見をした．此の所謂“向黙”はヒヤデスの東南27・5。に一って，』オリオ

ン星座の中にある．

　之らの固有逓動の集合黙は，只軍に遠近法の影響のため許りである’と解繹す

る事は困難である．之は了度長V・直線路を眺めた場合，軌道や，垣や7．冤線等

が，凡て，地雫線上の遠方の一山占に集まることに氣づき乍ら，而も，實隙に於

て，これらの線は亭行であるといふのと同様である．斯くて牛星團の星は，一

群の鳥の様に等速度の雫行運動をして，室闇を疾走して居るといふ結論を下さ
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ざるを得ぬ．之は此の星團の著しい特徴であり～而もそれに相違ないといふ事

は）一自然である．さもないと，星團はホンの一時的の集合であウ，叉，メンバ、

は（夫文學者には煙期間であるが）二三十萬年のうちに分散して了ふ事とな

る．他方，この共通の運動は，星團が共通起源のものであり，相互の引力に依

って將來は一緒になるものである事を暗示する．

　遠近性の法則は，吾々観測者から集合黒占までの距離が此のグル1プの本統の

出面出動に平行である事を訓へる．同時に此の群が天室を飛行し乍ら通賦しつ・

s，明らかに：形が小さくなって行くといふ事は，叉，之が吾人より退去しつN

あることを示す．出軍に計算しても，こ．の牛座の星團は，約75萬年前に太陽系

に最も接近し，たのである．鄙ち，出時の牛心証は，現在の距離の約面分であ．

り，直径は2倍であった．叉，今後三千萬年の中に，庇の星團は月の見掛けの

形以上に大きくない三盛鏡的な星團に縮少し，叉，其の最輝星も）・比較的大望「

遠鏡でのみ見られる・やうな11等星ぐらみに減光ずる．

　蓮動の集合は，運動の：方向を現はす．けれど，一・：方プ遽度に就いては，何も物・

語っては呉れぬ．此の速度を知らうとすれば，分光器に面面って貰ふ必要があ

る、假りに恒星が吾人から退去するとすれば，星のスペクト・ルに見ら．れる暗：線

は波長が僅か亘り増加し，スペクトルめ末端へ攣移する・ことが課る、些の影響・

は多くの牛星座の星に観られる．線の攣移を溝意深く測定すると，この後退の・二

速度，即ち所謂“観線速度”が繹る1之を基として室間速度を改算し，．この星

團が最も早い小銃弾の約30倍といふ秒速43．9キロの速度で太陽と相封的に室

間を進行して居ることが鐸る．天文益者に極めて重要な事は，、分光器的測定か

ら求めた此の速度が・“秒速何キロ”で算定出來る事である．一：方，星の位置か．

ち求めた固有蓮動は角測定（年につき角度の秒）で表現される．此の2っの資

料を比較すると，星團の距離の測定が120光年と出て來る，斯ぐて，此の集合

は星群のメンバの距離の測定に，無二の正確な方法を解き示して乱れる．此の

距離により星群の大さの概念を得る事が謎謎る・此の星團は約40光年の球形¢）；

室間を占めて居ると思はれるし’，叉，個々の星は，外部のもの源ど漸次淡くな

るが，中心では極めて密に集中して居ることが知れてみる．

　ヒヤデス星群の星は，凡てが此の蓮動姦凶に属して居るのではない．ある星

は同輩に天室の此の部分に混じて居る様に見えるけれど，實際は，この星團のt一

手前或は後部にあるのであるtこの前景の星の中には，吾々から僅か60光年潭

け拒ってみるアルデパラン星のことを知って置く必要がある．．すべて此の恒域1

の星群のメンバであるかどうかを確定するには，其の固有運動が星群の星と，、

：方向や量に於いて一致するかどうか確認する必要がある．此の固有運動は年々

0．1秒角よりもや玉大きい．20乃至30年間の位置：の攣化は立派な近代器械で充1
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分に測定が出躍る．’古今の分黙を比較して見て・藪多くの望遠鏡的微光星炉此

の星群の豊熟と同じものを示すことが諜つた．叉，既知のメンバの表は百個以

上にまで増加した．

　其の中には星難中の最輝星の何百萬分ノ”といふ徴光なのもある．星群のメ

ンバの凡ては，殆んど同距離にあるので，之らの見掛けの明るさの攣化は個々

の星の光度，師ち，室間に放射する光の星の攣異を現はす．斯く，一牛星團は恒

星の光変及び色彩，スペクトル型：或は温度との三二を砥究する特則な機愈を與

へて呉れる．斯様な關係があるといふ事は勿論二二されて居る．比較的明るい

メンバは，．シリウス星の様に大概白青色の星であり，高温度である・比較的燐

いメンバになると，色彩は漸衣黄色や赤色に攣る．淡い方のメンノくの隼較的光

度が淡いめは，大さが小さいと同様に，温度が低いに相違ない．’叉，繧星であ

るに違ひts　V＞．斯く機構から謂へば，此の星團の星は一連の温度と光度の減少

する星となり，：叉，此の秩序は恐らく星の進化二上に連績した段階に等しい．

然し，止ヒの星團は此の組に適合しない4個の明るい星を含んで居るし，赤味が

かった色彩と大光度であるが，比較的低い温度と關係してみる，恐らく極めて

大ぎな直：径の亘星であるに相違なV・．

　牛出山の部面速度は寧ろ肉眼星の堅均二度以上に大きい．太陽と椙封的：な蓮

動の潮測は，星團と太陽とが，銀河系の自韓に参加し，大きな軌道を描いて

遠方の中心の周園を公試してみるといふ事蜜を示すものと思はれる．この2っ

の軌道は少しく違ふので，此の星團と太陽ぽ二女離れて行くことが知れる．極

めて驚嘆すべき事は，天誌上全く異なった位置にある幾つかの他の星團が，凡

て同様な機構のもので，置去の星ゐ特別な二二蓮動に相件してみる様に見える

之とである．之らの中，’最も著名なのは蟹座のプレセペ二二である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A．S．　P．　L．，58一佐登見言睾）

　襯　灘　用　印　三日　物

（〒各々2組並6枚まで4銭）

○太陽黒黙報告用紙

○太陽面維緯度圖（第1－8；コ）

〈）流星魍見測男星．圖（笙1－5圖）．

○流星観測報告用紙

○攣星観測用星圖

○攣星観測報告用紙

○黄道光観測用星可

○黄道光観測報告用紙

○木星スケチ用紙

O火星スケチ用紙

（一枚　　3銭）

（一組100鏡）

（一組　15鍍）
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